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項目 n  男性 女性 N（％） 
人数 160（73.1） 59（26.9） 219（100） 
平均年齢 217  42.7（SD=10.46） 41.5（SD=11.39） 42.4（SD=10.7） 
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  8（ 5.0） 
 18（11.3） 
 40（69.0） 
  9（15.5） 
  9（15.5） 
174（79.8） 
 17（ 7.8） 
 27（12.4） 




















現在の仕事 219 一般の企業・事業所 
作業所 
働いていない 
 14（ 8.8） 
 73（45.6） 
 73（45.6） 
  5（ 8.5） 
 26（44.1） 
 28（47.5） 
 19（ 8.7） 
 99（45.2） 
101（46.1） 





  7（11.9） 
195（89.4） 
 23（10.6） 










  6（10.2） 
  5（ 8.5） 
 41（19.1） 
121（56.3） 
 13（ 6.0） 
 40（18.6） 
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  表２ 医師から診断されている身体疾患（複数回答） 
 n=219 
順位 身体疾患名 人数 ％ 
1 歯科疾患 73 33.3 
2 肥満 61 27.9 
3 高脂血症 59 26.9 
4 皮膚科疾患 50 22.8 
5 眼疾患 37 16.9 
6 耳鼻科疾患 32 14.6 
7 整形外科疾患 30 13.7 
8 肝疾患 25 11.4 
9 高血圧 24 11.0 
10 糖尿病 23 10.5 
11 胃腸の疾患 21  9.6 
12 呼吸器疾患 14  6.4 
13 心臓病  8  3.7 
14 腎疾患  5  2.3 
14 脳卒中  5  2.3 












精神疾患名 人数 ％ 
統合失調症 111  51.4 
躁うつ病・うつ病  33  15.3 
神経症  16   7.4 
てんかん  11   5.1 
非定型精神病   9   4.2 
病名の説明なし  19   8.8 
説明を覚えていない   6   2.8 
その他の精神疾患  11   5.1 
合 計 216 100.0 
 
表４ 最も優先度の高い生活上の目標（男女別） 
順位 項 目 男性 女性 合計 
1 仕事につく 48(32.2)  7(12.1) 55(26.6) 
2 症状安定・健康回復 31(20.8) 22(37.9) 53(25.6) 
3 現在の生活の維持 34(22.8) 14(24.1) 48(23.2) 
4 結婚相手を見つける 19(12.8)  6(10.3) 25(12.1) 
5 日常生活の自立 12( 8.1)  6(10.3) 18( 8.7) 
6 その他  5( 3.4)  3( 5.2)  8( 3.9) 
 合計 149(100) 58(100) 207(100) 
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表５－１ 周囲の人からの助言や手助け 
順位 項  目 人数 平均値 SD 
1 家族からの助言や手助け 219 2.88 1.1 
2 友人や仲間からの助言や手助け 215 2.71 1.0 
3 親戚からの助言や手助け 215 1.85 1.0 
4 近所の人からの助言や手助け 216 1.78 1.0 
 
表５－２ 専門家からの助言や手助け 
順位 項  目 人数 平均値 SD 
1 医師からの助言や手助け 217 3.33 0.8 
2 地域生活支援センターの職員からの助言や手助け 218 3.23 0.9 
3 看護職（看護師，保健師）からの助言や手助け 217 2.51 1.1 
4 作業所・デイケアの職員からの助言や手助け 217 2.44 1.2 
5 役所や保健センターの職員からの助言や手助け 219 2.31 1.1 
6 ヘルパーからの助言や手助け 218 1.61 1.0 
 
表６ 普遍的セルフケアの主観的実施度 
順位 項    目 人数 平均値 SD 
1 ガスやタバコなど火の始末をきちんとしている 219 3.66 0.63 
2 入浴，洗面，歯みがきなどを自主的に行なっている 216 3.44 0.84 
3 清潔で季節に合った衣類を身につけている 217 3.41 0.77 
4 定期的，あるいは汚れたときに衣類の洗濯をしている 217 3.36 0.97 
5 困ったことが起きたときには人に相談している 218 3.31 0.89 
6 適度な睡眠と休息をとっている 218 3.23 0.91 
7 必要時，銀行，郵便局，役所などに出かけて用事をしている 219 3.21 1.03 
8 自分の趣味や関心に応じて自由時間を過ごしている 218 3.13 0.97 
9 毎日の排便，排尿の状態に注意している 213 3.12 0.99 
10 仲間や友人と良い関係を保っている 219 3.09 0.86 
11 無理な依頼などをうまくことわっている 215 2.97 0.94 
12 便秘あるいは下痢の時に薬（下剤・整腸剤）や食べ物，水分などを調整している 215 2.94 1.13 
13 家族と良い関係を保っている 211 2.93 1.03 
14 お金の使いすぎ，紛失などなく，金銭管理をきちんとしている 218 2.89 1.08 
15 アルコール，カフェイン（コーヒー，紅茶），タバコなどの嗜好品のとりすぎに注意している 217 2.88 1.11 
16 自分に合った活動や仕事を行っている 218 2.86 1.04 
17 規則正しい生活をしている 219 2.85 1.00 
18 水分（清涼飲料水を含む）のとりすぎや不足がないようバランス良く飲んでいる 215 2.84 1.01 
19 必要に応じて部屋の片付けや掃除をしている 218 2.71 1.06 
20 となり近所とうまく付き合っている 218 2.71 1.02 
21 食事を作ったり買ったりして食事の準備をしている 216 2.63 1.14 
22 食べ過ぎ，少食，栄養の偏りなどなく，バランス良く食事を食べている 219 2.55 1.13 
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表７ 健康逸脱時セルフケアの主観的実施度 
順位 項    目 人数 平均値 SD 
1 定期的に通院している 219 3.80 0.57 
2 処方された薬をきちんと飲んでいる 219 3.67 0.73 
3 薬の必要性を納得して飲んでいる 216 3.52 0.84 
4 主治医に自分の状態を伝えたり，聞きたい質問をしている 219 3.48 0.84 
5 薬が合わない時には主治医に伝えている 217 3.39 0.90 
6 再発のきざしに注意している 214 3.37 0.86 
7 調子が悪い時には休養をとったり，疲れる場所をさけている 218 3.35 0.82 
8 具合が悪くなった時には，早めに受診している 218 3.34 0.88 
9 症状の変化，心身の変調に注意している 217 3.30 0.91 
10 自分の病気や状態について，必要だと思う人に説明して理解や協力を得ている 215 3.25 0.96 
11 病気があっても，なるべく自分のことは自分でしている 218 3.24 0.91 
12 再発のきざしに気づいたら自分なりの対処をしている 215 3.19 0.86 
13 病気のことを考え，無理のないように一日の過ごし方を調整している 215 3.15 0.91 
14 自分でできないことは断ったり，人にやってもらっている 215 3.11 0.95 
15 必要に応じて活用できる社会資源（制度，福祉サービスなど）を人に聞いたり探したりしている 216 3.07 1.01 
16 調子を崩さないようストレスを感じたら早めに対処している 215 3.02 0.93 
17 自分の状態や症状とのかね合いで仕事の選択をしたり役割を引き受けている 215 2.98 1.02 
18 自分では気がつかない精神状態や行動の変化を周囲の人から教えてもらっている 218 2.80 1.11 
19 医療者に言われている養生法（食事療法，運動療法，その他生活上の注意事項）を実践している 217 2.76 1.04 
20 自分の病気や飲んでいる薬について勉強している 217 2.59 1.09 
 
表８ 期待する看護サービスの提供形態 n=219 
順位 項    目 人数 ％ 
1 クリニックや病院の外来に看護相談室があり，医師の診察とは別に相談できるようなサービス 139 63.5 
2 地域生活支援センターの職員として看護職が勤務し，いつでも相談や支援が得られるような体制 132 60.3 
3 地域生活支援センターで定期的に健康相談ができたり，健康に関する勉強会に参加できるようなサービス 122 55.7 
4 まちの中に保健室のような場所があり，気軽に相談ができるようなサービス 122 55.7 
5 具合が悪い時の訪問や，受診の付き添いをしてくれるような看護職によるサービス 106 48.4 
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表９ 看護職から受けたい支援内容 n=219 
順位 項    目 人数 ％ 
1 ストレスがたまっている時，不安な時に話を聴いてもらうこと 156 71.2 
2 自分では気がつかない精神症状の変化についての助言 131 59.8 
3 ストレスをうまく処理する方法についての相談・勉強会 128 58.4 
4 社会資源（公的制度，サービスなど）についての情報提供 120 54.8 
5 病気や症状についての相談あるいは勉強会 119 54.3 
6 家族，親戚，友人など，人とのつき合いに関する相談・支援 118 53.9 
7 健康に良い運動についての相談あるいは勉強会 115 52.5 
8 生活リズムの作り方，一日の過ごし方についての相談・支援 115 52.5 
9 バランスのよい食事や水分の取り方についての相談あるいは勉強会 110 50.2 
10 自分の意志をうまく伝えたり人とつき合う技術を身につけるための支援あるいは訓練 109 49.8 
11 再発を予防したり症状をコントロールする方法についての相談あるいは勉強会 109 49.8 
12 医師にうまく自分の状態を伝えたり，聞きたい質問をするための相談・支援 108 49.3 
13 献立や料理の作り方についての相談・支援 103 47.0 
14 飲んでいる薬や服薬管理に関する相談あるいは勉強会 103 47.0 
15 感染症，生活習慣病（高血圧，糖尿病，高脂血症），肥満の予防についての相談あるいは勉強会 102 46.6 
16 検査結果についての相談や生活上注意すべき事のアドバイス  99 45.2 
17 睡眠や休息についての相談・支援  97 44.3 
18 病院やクリニック選びの相談あるいは情報提供  95 43.4 
19 医師から指示された養生法（食事療法，運動療法，その他生活上の注意事項など）についてのアドバイス  90 41.1 
20 掃除，部屋の片付けについての相談・支援  88 40.2 
21 便秘，下痢の改善や予防についての相談・支援  74 33.8 
22 血圧測定，検温  73 33.3 
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